
＜学級活動＞ 

 

基本的生活習慣を身につけ、よりよい人間関係を築くための学級経営 

～学校生活のきまりを通して～ 

                  宜野湾小学校教諭  渡久山 みゆき 

 

Ⅰ テーマ設定の理由   

国際化、情報化、人間関係の希薄化とめまぐるしく変化する現代社会の中で、学校現場では学級崩

壊や不登校、モンスターペアレントなど教育的課題が山積し、問題解決に向けて保護者や諸関係機関

との連携、教師の指導力向上のための研修等いろいろ取り組んでいる。 

 これからの教育は、このような社会に対応し自立できる人間の育成・人間性・社会性を養う教育が

重要であると考える。特別活動は「なすことによって学ぶ」という集団による活動を通して、自主的・

実践的な態度が重視されている。 

学級の実態として、遅刻をする子（１０％）朝の挨拶をしていない子（３０％）で、受け身や支持

待ち傾向の子もいて気になっている。この背景には、基本的生活習慣が形成されていない事や、教師

のかかわり方、子どもたちの目的意識、行動様式が明確にされていなかったり子ども同士のコミュニ

ケーション能力の欠如等が考えられる。 

2年生は、発達段階を考えるとまだまだ未熟である。低学年は、基礎作りの段階であるので基本的

生活習慣の定着を図ることが非常に重要である。 

そこで、学校生活のきまりを通して、生活態度をふりかえらせ、目的意識や行動様式を理解した活

動をすることにより、基本的生活習慣が身につき、よりよい人間関係ができる自主的・実践的な態度

が育つであろうと考え、本テーマを設定した。 

 

Ⅱ 研究目標 

生活規律を身に付けさせる方法やよりよい人間関係のあり方について研究する。 

 

Ⅲ 研究仮説 

１ 基本仮説 

学級活動において、生活規律の必要性を理解させ、実践・振りかえることにより基本的な生活

習慣が身に付き、自他のよさにも気づき、認め合い、仲良くしようとする人間関係が構築できる

であろう。 

 

(1)  具体仮説 

➀  基本的な生活習慣形成の場において、学校の決まりを通してふりかえりカードを活用し、

生活規律の自己評価・理解・実践・次の目標設定することにより、自主的・実践的な意欲が

育つであろう。 

 

➁  望ましい人間関係の育成の場において、ワークシートを活用し、自分や友だちの良さに

気づき、認め合うことにより、仲良くしようとする態度が育つであろう。 

 

 

 

 

 

 



Ⅳ 研究の全体構想図 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別活動の目標 

望ましい集団

活動を通して、心

身に調和のとれ

た発達と個性の

伸長を図るとと

もに、集団の一員

としての自覚を

深め、協力してよ

りよい生活を築

こうとする自主

的、実践的な態度

を育てる。 

研究テーマ 

基本的生活習慣を身につけ、より

よい人間関係を築くための学級経営 

～学校生活のきまりを通して～ 

検証授業 
分析・反省・考察 

学校教育目標 

目指す児童像 

基本的な規律が身につい

ている子 

友達と仲良くし、協力で

きる子 

自主的・実践的な子 

学級目標 

研究仮説 

１ 基本仮説 
学級活動において、生活規律の必要性を理

解させ、実践、振り返ることにより、基本的

な生活習慣が身につき、自他の良さにも気づ

き認め合い、よりよい人間関係が構築できる

であろうと考える。 

研究方法 
１ 参考文献や資料による理論

研究 

２ 児童の実態調査、分析 

３ 検証授業の分析・考察 

４ 関係する研修会への参加 

研究内容 
１ 生活の規律について 

２ 人間関係づくり 

３ 保護者との連携の

図り方 

研究目標 

生活規律を身に付けさせる方法や

よりよい人間関係のあり方について

研究する。 

研究のまとめ 
成果と課題 

具体仮説① 
基本的な生活習慣形成の場において、学

校の決まりを通して振り返りカードを活用

し、生活規律の自己評価・理解・実践・次

の目標設定することにより、自主的・実践

的な意欲が育つであろう。 

具体仮説② 
望ましい人間関係の育成の場におい

て、ワークシートを活用し、自分や友

だちの良さに気付き、認め合うことに

より、仲良くしようとする態度が育つ

であろう。 

教育関係法規 

教育基本法 

学校教育法 

新学習指導要領 

県、市町村の教育

的施策 

 

児童の実態 

・男女仲良く遊べる子と一

人遊びの子がいる 

・指示待ちの子が多い 

・基本的規律の定着が弱い

ところがある 
 

社会的背景 

国際化、情報化、人間関係

の希薄化 

教育をめぐる社会的状況 

学ぶ意欲や生活習慣の未確立 

規範意識や体力の低下 

学級崩壊、不登校 

 



Ⅴ 研究内容 

１ 生活規律について 

(1) 規律とは 

規律とは、広辞苑第四版によると、「人の行為の基準となるもの」と説明されている。そして、

基本的生活習慣とは、成田國英は「日常生活を安全で、快適に過ごしたり、周りの人との望ま

しい関係を維持し、発展させるために、個人生活や社会生活を営む上で、一人ひとりがどうし

ても身につけておくことが必要な行動の仕方であると考えられる。」と述べている。つまり、

私たちの毎日の生活の中で繰り返される無意識な行動が、きちんとした規律を身につけていく

ことで、気持ちのいい生活ができ、地域社会とのつながりも円滑なものになっていくと捉える

ことができる。 

(2) 基本的生活習慣を身につける必要性 

基本的な生活習慣の形成については、県の平成１９年度「学校教育における指導の努力点」

の一つに取りあげられている。また、中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会の「審

議経過報告」（平成１８年２月１３日）によると、「子どもの学ぶ意欲や生活習慣の未確立、後

を絶たない問題行動、規範意識や体力の低下など、教育をめぐる社会状況には深刻なものがあ

る」と述べている。生活の乱れが、学ぶ意欲や態度の低下となっているのではないかと考える。 

２００７年４月に実施された全国一斉学力テストの結果からも、基本的な生活習慣と学力の

間に密接な関連性が示され、国立教育政策研究所の調査でも、朝食・睡眠・読書習慣などが身

についている子どもは、学力、テストの得点が高い傾向にあるという結果もでている。 

本校でも、基本的生活習慣の定着に向けて、児童会や６年生を中心に挨拶運動に取り組み、

下級生の中にも挨拶する子が増えてきている。学級でも、自分から進んで挨拶できない子がい

るが、相手が挨拶すると挨拶を返してくれるようになってきた。挨拶できるのにやらない子や

この場面で挨拶することをわからない子もいたりする。 

そのためにも、基本的生活習慣を身に付けさせることは学校生活の充実につながる大切なも

のだと考えることができる。 

(3) 基本的な生活習慣を身に付けさせるためには 

  学習指導要領によると「学校における指導の場としては、特別活動における学級活動の時間

が考えられる。しかし、学級活動に充て得る時間にも限りがあるから、年度の途中で偶発的に

発生する問題をすべて学級活動として取り上げるのでなく、朝や帰りの話し合いの時間などを

活用して随時に指導するなどの配慮をすることが大切である。」と記されている。 

学級としては、学校の決まりを通して自己評価させ、次の目標設定をし達成できるように生

活態度をふりかえる取り組みをしていきたい。 

また、家庭でしつけてほしいところや学校でしつけたいところの連携を重視し、相互理解を

深めながら進めていくと定着に結びつくのではないかと考える。 

(4) 基本的な生活習慣の内容とは 

織井道雄によると発達課題とは、「人間が心理的に健康な生活を営み続けるため、それぞれの

成長段階において、学習したり身につける課題をいう」と述べている。ハヴィガーストは発達

課題を次のように分類している。また、教育創造研究センター所長高階玲治氏は以下のように

「発達段階に応じた基本的な生活習慣の形成」表２で記している。 

表１ ハヴィガーストによる発達課題 

乳幼児期 ０～６歳 歩行、固形食摂取、会話、排泄の仕方、性差、生理的安定、単純な

社会的・動物的概念、両親・兄弟などとの情緒的な関係、善悪の区

別、良心。 

児童期 ６～12歳 普通の遊びに必要な身体的技能、成長する生活体としての自己に対



 

 

 

 

する健全な態度、友人との仲間関係、性役割、読・書・算の基礎的

技能、日常生活に必要な概念、良心・道徳性・価値判断の尺度、人

格の独立性、社会の諸機関や諸集団に対する社会的態度。 

青年期 12～18歳 同年齢の男女との新たな関係、適切な男女の社会的役割、自己の身

体的特徴・役割の受容。両親や他の大人からの情緒的独立、経済的

独立についての自信、職業の選択と準備、結婚と家庭生活の準備、

公民としての必要な知識と態度、社会的に責任のある行動の希求と

その遂行、行動の指針としての価値や倫理の体系。 

壮年期 18～30歳 配偶者の選択、配偶者との情緒的生活、育児、家庭管理、職業生活、

社会的責任の負担、気心のあった社会集団の発見。 

中年期 30～55歳 成人としての公民的・社会的責任の達成、一定水準の経済的生活の

確保・維持、自立する青少年への援助、余暇活動の充実、配偶者と

の人間的な結合、生理的・身体的変化への適応、老齢の両親への適

応。 

老年期 55歳～ 身体と健康の減退への適応、隠退と減収への適応、配偶者の死への

適応、同年齢の人々との情緒的関係、社会的・公民的義務、身体の

衰退に対応した生活の準備。 

 

表２ 発達に応じた基本的生活習慣の形成 

内 容 低学年  中学年  高学年 

(1)身体や衣服の清

潔 

身体を清潔に保つことの必要性や清潔な身なりをすることによっ

て、互いに気持ちよく生活できるようにする。 

(2)洗顔、歯磨き 洗顔、歯磨きを励行する。 口の中の汚れの

自己評価を通し

て歯と健康につ

いて理解する。 

１ 

生命尊

重、健康

安全に関

すること 

(3)交通及びその他

の安全 

安全のきまりを守っ

てそれを実践する。 

身の回りの危険に気

付いて安全な行動が

できるようにする。 

自分の安全だけ

でなく、友達や下

級生の安全にも

役立つことがで

きるようにする。 

自分の物と他人の物

との区別や、公共物と

の区別について知り、

物を大切に使う。 

物や金銭の価値を正しく知り、計画的に

活用する。 

(1)物、金銭の活用

及び自他の物の

区別 

父母への感謝、働くことの意義に気付いたり、積極的に仕事の手

伝いを経験する。 

(2)時間の尊重 

 

決められた時刻を守

る。 

 

時刻を守り、時間を有効に使うことがで

きる。 

 

(3)身の回りの整理

整とん 

身の回りの整理整とんをする。 自他の立場や便

利さを考慮して、

物を整理する。 

２ 

規則正

しく、き

まりよい

生活に関

すること 

(4)規則を守る きまりを守る。 きまりや規則の意義を知って進んでこれ



を守るとともに、必要に応じてそれを改

善する。 

(1)挨拶 日常生活における挨

拶を正しくする。 

時と場に応じた挨拶

を正しくする。 

心のこもった挨

拶大切さを知る。 

(2)言葉づかい 尋ねられたことや相

手の話の内容を受け

てはっきり話す。 

適切な音量や速さ

で、相手やその場の

状況に応じて、丁寧

な言葉を使う。 

日常よく使われ

ている尊敬語に

慣れるとともに、

正しい言葉遣い

で話す。 

(3)食事の作法 仲良く、行儀正しく食

事する。 

食事の作法を身につ

ける。 

正しい食事の作

法に慣れ、楽しい

雰囲気を作り出

すことができる。 

３ 

礼儀作

法、社会

生活に関

すること 

(4) 

身だしなみ 

清潔できちんとした

服装ができる 

活動しやすいことや、その場にふさわし

い服装ができる。 

 

  

 (5) 家庭との連携 

成田は、「基本的生活習慣というものは、普遍的にどこの家庭でも受け入れられる要素を選び

だすものであって、それぞれの家庭の事情や流儀にてらしても矛盾しないものである筈であ

る。」と、述べている。ここでは、学校の決まりである「よいこのおこないとみなり」から学

級に必要とする決まりを抽出して家庭との連携をすすめていきたい。 

以下は「家庭との協力を生かす生活習慣の指導」を参考にまとめてみた。 

表３ 発達段階に応じた基本的生活習慣の指導一覧表（低学年の重点指導一覧表） 

役割分担   

学校 家庭 社会 

身辺自立 一人で素早く衣服の着脱ができ、たたむことができる。 

みんなと同じ速さで食事ができる。 

自他の持ち物の区別、整理整頓をする。 

○ 

○ 

○ 

○  

健康生活 歯磨き、うがいの習慣を身につける 

温度に合わせ、衣服を調節する。 

テレビ番組を選択し、目を守る。 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

安全生活 交通ルールを守り、事故を防ぐ。 

友人と危険な遊びはしない。 

不審者には近づかない。（いかのおすし） 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

家庭生活 学校生活の連絡や報告を正しくする。 

お手伝いを分担し、責任を持って行う。 

留守番の仕方がわかる。 

○ ○ 

○ 

○ 

 

社会生活 礼儀正しい態度ですごそうとする。 

モノレール、バスの車内では、迷惑な行いをつつしむ。 

公共物を大切に扱おうとする。 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

対人行動 日常生活の挨拶、返事ができる。 

たくさんの友達と仲良くする。 

不審者に対しての安全な行動がわかる。 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

重 点 目 標      項 目  





３ 保護者との信頼関係づくりと連携のあり方 

(1)   信頼される教師とは 
平井文雄は「新しい学級の条件」の中で、「一人ひとりの子どもを理解し、その言動の背景

にあるものの見方や考え方など、内面的なものに十分留意し、子どもの行動を押し出してい

るものを把握することである。」また、「健康で精神的に安定していること、精神面の健康は

明朗快活となって現れ、周囲に明るさとさわやかさをもたらす。資質として、使命感、誠実

さ、責任感も大切であるが、教師の人間性は、健康で明るいことが根幹である。そして、子

どもへの温かい接し方、公平で、どの子にも分けへだてない愛情である。」と述べている。 

子どもを理解するということは、子どもをしっかり見つめ、関わってあげることだと捉え

る。しっかり見つめていないと内面的なものは把握できない。見ているようで、実は見てい

ないということもあったりする。教師が、一人ひとりを認めてあげる関わり方をすると子ど

もも安心して学校に登校し、学校の出来事を家庭で話す場面が多くなり、親子で会話する機

会が増え話題が広がることで親子関係も深まり、教師ともいい関係が育ってくると考える。 

また、常に教師自身が子どもの目標となれるように明るく輝いて、前向きな姿勢でいると

子どもにも伝わり、やる気が出て楽しい学校生活がおくれるだろうと考える。  

 

(2)   連携の必要性 
平井文雄は、「子どもは家庭で生まれてしつけられ、地域で育ち学校で学ぶ。家庭、地域、

学校が子どもをよりよく育てるために力を合わせることが大事である。そして、どんな変化

があろうとも心の豊かさを醸成する基盤は各家庭でのしつけである。」と述べている。 

これは、子ども達がうまく学校生活に適応していくためには、教師だけの頑張りだと限界

があるが、家庭との協力関係がつながっていると、子どもも安心し、学級での生活が楽しく

なり充実した学級経営ができるのではないかと捉え、学校として、あるいは、学級として取

り組んでいることを家庭に知らせたり、学校でできない部分を家庭で協力してもらうことに

よって信頼関係が深まるであろうと考える。 

 

(3)  連携の方法 
これまでの実践として、学校だより、学年だより、学級通信、保護者会、授業参観、学年行

事、学校行事、メモ日記、電話、保健だより、校長講話、話し合い等がある。 

本研究では、学級通信を通して学級の様子、学習内容、子ども一人ひとりの頑張っている様

子を伝え、さらに各家庭からの声を紹介することで、情報の共有もでき、我が子だけでなく

学級の子どもたちをも温かく見つめ、見守ってくれると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅵ 検証授業 

学級活動指導案 

日 時：平成２０年１月１７（木）（２校時） 

学 級：宜野湾市立宜野湾小学校２年3組 

男子17名 女子15名計32名 

授業者：渡久山 みゆき 

指導講師：玉 城 時 子 

 

１ 題材名 「きまりよい生活習慣と友だち関係のあり方」 

第３章（イ）基本的な生活習慣の形成（ウ）望ましい人間関係の育成 

 

２ 題材のねらい 

(1)学校生活における規律の大切さを知り、自分自身の望ましいあり方について考えさせる。 

(2)自他のよさに気づかせ、認め合い、仲良く協力する態度を育てる。 

 

３ 題材設定の理由 

学級が集団生活の場として円滑に機能していくためには、生活規律の確立とよりよい人間

関係を築くことが重要な基盤になっていると考える。そのためには、自分自身の生活のあり

方や他者とのかかわりに気づかせ自分自身を高めようとする自主的・実践的な態度を育てる

必要がある。 

子ども達は、4月に学級のルール「あたりまえだけどとても大切なこと」をつくり、登校

から下校までの過ごし方をきめて活動をしてきた。８０％以上の子は、学級のルールを守り、

静かに席について待つことや話をしっかり聞くことができる。 

しかしグループ活動や集団活動中に、自分の考えを無理に通そうとする子や意見が聞き入

れられず反発する子もいる。また、遅刻をする子や学習で必要な材料などを準備しない子も

いる。原因として、基本的な生活規律が定着していないことや協力心にやや欠ける友達関係

も考えられる。 

このことから、生活規律の必要性や内容を振り返らせきまりよい行動ができる態度の育成、

他者との肯定的なかかわりができるようにすることが大切である。このような自己基盤を確

立することによって、友だちとのよりよい関係が生まれ、諸活動にも協力して取り組める活

気のある学級づくりができるであろうと設定した。 

 

(1)  児童観 

      ほとんどの子が、挨拶、時間、聞く態度の項目では、達成率が９０％を占めており習慣化

されてきていることがわかる。これは、学校全体で取り組んでいる成果が現れていると思わ

れる。整理整頓においては、②の机の中やロッカーの整理整頓があまりできてない子は、身

辺の自立が確立できておらず、ものの出し入れやしまい方に時間がかかっている。ものの置

き場所がまだ固定されていないためだとも考えられる。 

また、言葉遣いの「さんづけでよぶことができる」については、男子は名前でよんだり女子

はニックネームで呼んだりする子が多い。そのため、少し誤解を招く原因となる場合もある

ので、やはり「～さん」で呼べるようにする必要があると考える。 

 

 

 

 



(2) 児童の実態 

➀  アンケートの結果 

平成１９年12月２１日 生活アンケート結果     2年3組 

番

号 

具体的な行動 評価 人 

数 

番号 具体的な行動 評価 人 

数 

① 話をしている
人の顔をみて

きくことがで

きる。 

いつもやっている 

ときどきやっている 

あまりやっていない 

22 

9 

1 

１ 

挨

拶 

➀ 自分からす

すんであいさ

つできる。 

いつもやって

いる 

ときどきやっ

ている 

あまりやって

いない 

18 

13 

1 

４ 

聞 く

態度 

② 最後まで話を

聞くことができ

る。 

いつもやっている 

ときどきやっている 

あまりやっていない 

25 

6 

1 

➀ 8時10分ま

でに登校して

いる。 

いつもやって

いる 

ときどきやっ

ている 

あまりやって

いない 

26 

5 

1 

① 履物は、靴箱

にきちんと整頓

できる。 

 

いつもやっている 

ときどきやっている 

あまりやっていない 

28 

2 

2 

② 机の中やロッ

カーは整理でき

る。 

 

いつもやっている 

ときどきやっている 

あまりやっていない 

11 

16 

5 

２ 

時

間

に

つ

い

て ➁ ベルの合図

を守って、し

ずかに待つこ

とができる。 

いつも守って

る 

ときどき守っ

ている 

あまり守って

いない 

22 

10 

0   

５ 

整理

整頓 

③ 使った道具は

きちんと片付け

ることができる 

いつもやっている 

ときどきやっている 

あまりやっていない 

26 

5 

1 

６ 

給食

につ

いて 

① すききらいな

く食べている。 

 

いつも食べている 

ときどき食べている 

あまり食べていない 

10 

18

4 

➀ ていねいな

ことばづかい

ができる。（オ

アシス） 

㋔ねがいします 

㋐りがとうござ

います 

㋛つれいします 

㋜みません 

いつもやって

いる 

ときどきやっ

ている 

あまりやって

いない 

 

17 

14 

１ 

 

 

 

３ 

言

葉

遣

い 

➁ さんづけで

よぶことができ

る。 

いつもやって

いる 

ときどきやっ

ている 

あまりやって

いない 

1 

18 

13 

７ 

朝 

ご 

飯 

➀ 朝ごはんを食

べている。 

 

 

いつも食べている 

ときどき食べる 

食べない 

29 

 2 

1 

 

 

 

 

(3) 指導観 



生活規律の面においては、その必要性や内容・行動様式を理解させないと実践化はできない。

そのためには学校生活の決まりを理解させ、また学級内において必要な決まりを話し合い規則

正しい学校生活が送れるようにすることが大切である。 

人間関係においては、一人ひとりの自己肯定・自尊感情を育成し、安定させることが大切で

ある。それは、他者から受け入れられると自分に自信と誇りが持てるようになるからである。

他者のよさに気づき認め、肯定的な関係を築く事が大切である。 

手立てとして、学校生活の決まりである「よいこのおこないとみなり」から学級の実態アン

ケートを実施し、課題となる項目はふり返りカードを使い自己評価させる。そして、次の目

標を設定させ、継続を図りながら意識して行動ができるようにしたい。また、相互のよいと

ころみつけカードに書かせることで、自分の頑張りや友だちの頑張っているところを認め合

っていくようにしていく。 

このように、ふりかえりカードを活用し自分をみつめながら友だちのよいところも知り、み

んなと仲良くし、協力していこうとする自主的・実践的な意欲を育てていきたい。 

 

 ４ 指導計画（全３時間） 

次  時 学習活動 教師の支援 評価の観点 備考 

１  １ ○学校の決まりから生

活規律の大切さを知

り、実践しようとする

意欲をもとう。 

・振り返りカードをみ

ながら学校の決まりを

確認し、生活規律を理

解、実践しようとする

意欲をもつ。 

 

・振り返りカードから、ど

うして決まりがあるのか

話し合いをし、決まりの

大切さ、必要性・内容を

発表させたり、書かせた

りする。 

・学校にも決まりがあるこ

とを確認させ、楽しく気持

ちのいい学校生活をおくら

せるようにする。 

 

振り返りカード

から自己反省し、

今後の目標をた

てることができ

たか。 

・生活規律につい

ての理解ができ

たか。 

＜知識・理解＞ 

・生活規律につい

て実践しようと

する気持ちがも

てたか。 

＜自主的・実践的＞ 

振り返り

カードと

ワークシ

ート 

 

２ 

 

 

１ 

 

 

○自分の良いところを

みつけよう。 

・自分が頑張っている

ところやほめられてい

る時のことを書く。 

・自分がどこで、どんな時

何をしているのか、考えさ

せる。 

 （学校、家、塾、地域の活

動、部） 

・頑張っているところや褒

められているとき、どんな

言葉をかけられているか考

えさせる 

・自分のよいとこ

ろや頑張ってい

るところをみつ

けることができ

たか。 

＜関・意・態＞ 

ワークシ

ート 

昼休み  

放課後 

○友達の頑張っている

ところやよいところを

見つけて友達のワーク

シートに囲う。 

・クラス全員のよいと

・学級の一員として、学校

行事、学習中、休み時間、

清掃、給食、言葉づかい

などの様子を観察させ、

友だちのよいところや頑

・クラス全員のよ

いところを見つ

けることができ

たか。 

＜関・意・態＞ 

ワークシ

ート 

 

 

 



ころをみつけたり考え

たりする。 

張っているところを書か

せる。 

 

  

２ ２ ○友だちのよいところ

をみつけ、もっと仲良

くしていくための方法

を考えよう。 

・友だちが学校や習い

事で頑張っているとこ

ろやよいところを知

り、仲良くする方法を

考える。 

・友だちに書いてもらった

自分のいいところを、みん

なに発表させ、それぞれの

よいところを認めさせる。 

・友だちの良いところや頑

張って 

いるところを知り、もっと

仲よくしていくためには、

どうすればよいか書かせ、

発表させる。 

 

・みんなのよいと

ころを知り、認め

合うことができ

たか。 

＜関・意・態＞ 

・もっと仲良くな

るための方法を

考えることがで

きたか。 

＜技・表＞ 

ワークシ

ート 

５ 本時の活動 

(1) 本時のねらい 

①  学校のきまりを通して、規則正しい生活の大切さに気づかせ、実践しようとする意欲をも

たせる。 

（2) 授業仮説 

①  振り返りカードを活用することにより、規律の意識付けができるとともに学校のきまりを

守ろうとする意欲が育つであろう。 

(3)  展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 評価 

導

入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 振り返りカードをみて、決まりについて自

分の生活のあり方に気づく。 

・時間を守っている 

・挨拶や聞く態度はいつもやっている 

・言葉遣いが悪い 

２ 学習のめあてを確認する。 

 

 

３ 学校にはどんな決まりがあるか考える。 

・廊下は走らない 

・チャイムが鳴ったら席につこう 

・授業中は静かにする 

・順番に並ぶ 

４ 決まりの必要性について考える。 

・廊下を走るとぶつかったりすべったりしてケ

ガをする。 

・みんながバラバラに集まると集団活動やグ

ループ活動ができない。 

・先生や友達の声が聞こえないから 

 

・振り返りカードを

みて、自分なりの感

想を持ち、発表でき

るようにさせる。 

・学校生活には決ま

りあることに気付か

せる。 

・集団生活には決ま

りがあることに気付

かせる。 

・全校朝会や学年朝

会などいろいろなと

ころで決まりがある

ことに気付かせる。 

・自由に発言させる。 

・ワークシートの➀

➁を書かせる。 

・決まりがないと困

ることなどを想起さ

せる。 

｛関心・意欲・態度｝ 

・振り返りカードを

みて、生活規律につ

いて意識が高まって

きたか。 

 

 

 

 

 

｛思考・判断｝ 

決まりの必要性や内

容が理解できたか。 

 

 

きまりは、なぜひつようか考えよう。 



 

 

   

 

 

 

 

 

ま

と

め 

５ 書いたことを発表する。 

６ 学校の決まりをみんなで確かめる。 

宜野湾小学校（よい子のおこないとみなり） 

      

７ 学習のまとめをする。 

 ・ワークシートにわかったことや感想を書

いて発表する。 

    

 

 

 

 

・みんなに聞こえる

声で発表させる。 

・発表した大事なこ

とを板書する。 

 

・よいこのおこない

とみなりから、学校

のきまりをいくつか

紹介して意識させ

る。 

決まりについて 

➀内容 

➁必要 

➂守ること 

が理解できたか。 

継続する姿勢をもた

せる。 

 

 

 

｛自主的・実践的｝ 

よりよい生活をする

ために、決まりの大

切さがわかり、実践

しようとする意欲が

育ったか。 

 

 

(4) 場の設定 
 

 

 導入時  

○は子どもたち           ○○○○○○○○ 

○○○○○○○○ 

○○○○○○○○ 

○○○○○○○○ 

 

 

 

 

   展開時                   

 

        

        

        

  

  

  

 

  

  

  

 

                           

 

黒 板 パワーポイント用の

スクリーン 

プロジェクター 

 



  

(5) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６  検証授業研究会 

(1) 授業者の反省 

➀  今日の授業は、山場が２つあり１つ目は、導入で振り返りカードをみながら自分の行動を

知ること。２つ目に 決まりについての意識をもってもらうことを考えてすすめた。学習内容

をすすめながら、手の挙げ方、姿勢、発表の仕方、聞き方、一斉読み等細かいところにも再

確認させながら学習することができた。 

➁  授業後の感想で、いつも整理整頓がなかなか出来てない子が、しっかりと自分をみつめ、

「これからは、せいりせいとんをしたい。」と書いてあったので、決まりについての意識が高

まっていることを感じた。 

➂ 今回の研究中に習得したパワーポイントを有効活用し、子どもたちの集中力を高めること

ができた。他の活用方法も（板書）工夫したい。 

(2) 意見及び感想 

    ➀ 子どもの感想から本時の学習のねらいは達成されている。 

➁ 学級の雰囲気もよく、発表や聞く態度など、基本的なことがしっかりできていた。 

      ➂ 子どもとのラポートがとれ、資料にある学級通信でも保護者とのつながりが大事にされて

いる。 

      ➃ 子どもたちの反応を大事にしながら、学習をうまく展開された授業であった。 

      ➄ 子どもの発言に対し認め、ほめる言葉が多かった。 

➅ 子供が発表している時は、しっかり聞き板書したほうがよい。 

      ➆ 導入時にアンケートの結果をみせたら、さらにねらいにせまれる授業になったのではない

か。 

        

決
ま
り
よ
い
生
活
に
つ
い
て
か
ん
が
え
よ
う 

 
 

 
め
あ
て 

○ 
き
ま
り
は
な
ぜ
ひ
つ
よ
う
か
か
ん
が
え
よ
う
。 

 
☆
学
校
の
き
ま
り
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。 

 
 
 
 

・
ろ
う
か
は
走
ら
な
い
。 

 
 
 
 

・
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
ら
せ
き
に
つ
こ
う
。 

 
 
 
 

・
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
中
は
し
ず
か
に
す
る
。 

 
 
 
 

・
じ
ゅ
ん
ば
ん
に
な
ら
ぶ
。 

 
 
 
 

・
先
生
の
は
な
し
を
お
し
ゃ
べ
り
し
な
い
で 

 
 
 
 
 

き
く
。 

  
 

☆
決
ま
り
は
な
ぜ
あ
り
ま
す
か
。 

 
 
 
 

・
ろ
う
か
を
走
る
と
け
が
を
す
る
か
ら
。 

 
 
 
 

・
先
生
や
友
だ
ち
の
こ
え
が
き
こ
え
な
い
か
ら
。 

 
 
 
 

・
み
ん
な
が
こ
ま
る
か
ら 

 

☆ 

学
習
の
ま
と
め 

 
 
 

 

・
き
ま
り
を
ま
も
る
。 

・
き
ま
り
が
た
く
さ
ん

あ
る
。 

・
き
ま
り
は
ひ
つ
よ
う 

 

・
い
え
の
ひ
と
が 

 
 

し
ん
ぱ
い
す

る
。 

 

・
い
ろ
い
ろ
な
人

が
こ
ま
る
。 

 
 
 



 

(3)  指導助言（中頭教育事務所巡回教育相談員 玉城 時子） 

子供は教師を反映させる鏡であるといわれる。教師のもつ雰囲気、子供たちへの関わりが一人

ひとりの子どもが参加する授業、わかる授業、喜びのある授業である。 

今日の授業は、先生自身が心にゆとりをもって楽しむ授業であり子供たちも楽しく参加した

授業であった。わかりやすい言葉で個々の児童に出番を与え、ほめ言葉の多い授業であった。 

聞く態度がしっかりしていて教師や友だちの発表をよく聞き、決まりに対する必要性、守る

ことの大切さを二年生なりに考え理解できたと思う。聞く態度がしっかり身についているとい

うことは全ての教育活動の基盤であり他の学習も充実するであろう。 

ご指導を受けた板書の件は今後の改善策として欲しい。 

教師の褒め言葉は、子供を発動させる。幸せな子供たちである。 

 

     
 
 
 
 
Ⅶ 仮説の検証 

 １ 具体仮説○1の検証 

 

 

 

 

【児童の振り返りカードより】 

振り返りカードは、学校のよいこのおこないとみなりから学級に必要な項目を抽出し、アンケ

ートをとった。 

 生活規律アンケート 事 前 事 後 

➀ ８時１０分までに登校している ８１ １６  ３ ８８  ９  ３ 

➁ ベルの合図を守って、静かに待つことができる ６９ ３１  ０ ６９ ３１  ０ 

➂ 履物は、靴箱にきちんと整頓できる ８７  ７  ６ ９４  ６  ０ 

➃ 机の中やロッカーは整理できる ３４ ５０ １６ ５３ ４７  ０ 

➄ 使った道具はきちんと片付けることができる ８１  ５ １４ ８８  ６  ６ 

➅ すききらいなく食べている ３１ ４７ ２２ ３１ ６３  ６ 

➆ 朝ご飯を食べている ９１  ６  ３ ９１  ６  ３ 

            い つ も

や っ て

いる 

ときど

きやっ

ている 

あ ま り

や っ て

いない 

いつも

やって

いる 

ときど

きやっ

ている 

あ ま り

や っ て

いない 

表５ 生活規律アンケートについて 

基本的な生活習慣形成の場において、振り返りカードを活用し、生活規律の自己評価・理解・

実践・次の目標設定することにより自主的・実践的な意欲が育つであろう。 

学校の決まりの確認 
今日の学習から学んだ

ことを発表 

決まりの大切さや 

必要性の発表 

評  価 



「生活規律」に関して、児童に自己評価をしてもらったところ、図１のような結果になった。 

➀の項目については、「いつもやっている」が８１％から８８％に増加している。早登校する

ための、友だちの実践をみんなで確認したので、とりいれているのではないかと思われる。➂➃

➄の項目では、「いつもやっている」が、それぞれ９４％、５３％、８８％となっている。物の

片付け方や整理整頓の仕方がわかり、もとの場所に戻したり、どうすることが一番よいのか理解

し実践していると考えられる。➅の項目については、「いつもやっている」が増加している。食

に関する意識が高まり、好き嫌いせず何でも頑張って食べていると思われる。 

このように、表５から学校の決まりを通して生活規律は、７項目中3項目は「ときどきやって

いる」「いつもやっている」をあわせると１００％で、他の４項目は９０％以上の結果が出てい

る。生活規律の定着ができつつあると考えられる。 

 

 

【児童の感想より】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
学校生活の決まりを通して、学校にはたくさんの決まりがあることやなぜ決まりがあるのかを、

理解できたようである。そして、「自分はこれから～したい」と実践していこうとする意欲や態度

がみられた。 

このことから、学校生活の決まりを通して、学校には決まりがあることやなぜきまりがあるの

か、決まりは必要であることなどを理解でき、基本的な生活規律として守っていこうとする自主

的・実践的な意欲が育ったと考えることができる。 

【学級通信より】 

     生活規律を家庭と連携を図るために、学級通信を発行し、検証授業に向けての事前授業の様

子から検証授業後のクラスの様子を紹介し、保護者の感想を書いてもらった。 

    Ｉさん・・・最近人の話を聞かない、忘れ物が多い事なので叱ってばかりです。基本的な事っ

て一番難しいですね 

Ｎさん・・・最近だらだら食べていて朝ごはんをきれいに全部食べて「食べたよ」と気持ちよ

くいうわが子をみて「アレ？！変わったなッ♥」と思っていたら、アンケートのお

かげだったんですね。ありがとうございます。 

Ｋさん・・・家でも「凡事徹底」の話をしました。3学期が始まって始業式の時、校長先生が話

決まりの大切さに

気づき実践しよう

とする意欲がみら

れた。 

児童から出た決ま

りの必要性 

（考えた事全て記

入させてみた） 

（Ｙ子）今日の勉強でいろいろわかりました。だから、これか

らは決まりを守るようにします。 

（Ｙ子）いつも学校の決まりを守ろうと思いました。 

（Ｉ男）今日のお勉強は学校の決まりをしました。ぼくは、ろ

うかを走りません。 

（Ｍ男）はきものやくつをきちんとくつばこにかたづけます。 

（Ｎ子）きまりは、ちゃんと守り、人がケガをしないようにし

ます。 

（Ｒ子）みんながそれぞれ決まりを守っているからうれしいで

す。 

☆ケガや事故に合うから（２３名） 

☆決まりがないとみんなが困るから決まりは大切なんだって思

いました。（6名） 

☆親、先生、お家の人が心配するから（10名） 

☆先生からの大事な話が聞けない（5名） 



していたｱと言ってどういう意味？と聞いてきたので説明して、日頃家でも話して

いたことなので「そうなんだｱ―」とつぶやいていました。 

Ｕさん・・・振り返りカードの④⑤⑪がいまいちできないと本人は自覚しているようです。私は   

➈もあやし～と思うのですが。でも・・・今のうちだな～どうにかするならってつ

くづく思ったしだいです。 

Ａさん・・・仕事で毎月、授業参観に行くことが出来なかったので、学級通信を通して子どもた

ちの学校生活態度、先生の子どもたちに対する考えが見られるところがよかったと

思いました。先生との信頼関係が築けたと思いました。そして、たくさんの親の意

見も聞けてプラスになりました。 

Ｓさん・・・学級通信を通して、子どもたちの学校での過ごし方を知ることができて、とても楽

しく充実しました。学級通信は、子どもを中心として学校と家庭を結びつけるすば

らしいものだと思います。子どものよいところを引き出し、それを伸ばしてあげる

ことの大切さや人として、相手を尊重する心を子どもといっしょになって、親の私

も学んだような気がします。 

 

 

 

 

 学級通信臨時第４号 

 

 

学級通信 ２－３ 



学級通信の中に「家庭より」というコーナーを作り、自由に書いてもらった。すると記事

に関することや家庭での子供の様子、親子の会話等があり、それを学級通信に紹介すること   

により保護者同士の情報交換にもなり担任とだけのコミュニケーションでなく、保護者同士

のつながりにもなっていったことが保護者の声からも知ることができた。他にも、｢楽しかっ

た｣、「真っ先に読んだ」、「授業参観より学級の様子がよくわかる」、「学級担任との信頼関係

が築けた」など保護者からの感想がたくさん寄せられ家庭との連携が深まったと思われる。 

 
２ 具体仮説②の検証 

 
 
 

◎一次1時・・・自分の良いところを見つける授業 

【児童のワークシートより】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｙ子  ・わたしは、お母さんに「スーパーに行って、おこのみやきのざいりょうをかってき

て」と言われ、買いに行ったのでほめられました。 

・いえのトイレそうじをしてほめられました。 

・おねえちゃんに「けいたいをとって」といわれて、とってあげたらほめられました。 

・お家でじゅんびがはやいときに、お母さんから「きょうは、はやいね」とほめられま

した。 

 

全員が自分のよいところやほめられているところを書くことができていた。ほめられている

場面や感謝されている場面も、学習時や学校行事・塾・お手伝い・係り・当番などさまざまで

あった。そして、ほめてくれる人も、学校の先生、家の人、塾の先生、部活の先生、友だちな

どいろいろな人たちが登場していた。 

自分のよいところや感謝されているところ、頑張っているところを書かせることでこれまで

の自分自身について認識し、再確認しながら自分自身のよさを改めて実感したり、自分のこと

を見直していることがわかった。 

 

 

 望ましい人間関係の育成の場において、ワークシートを活用し自分や友だちの良さに気

付き、認め合うことにより、仲良くしようとする態度が育つであろう。 



 

 

【児童の感想より】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちは、自分のよいところを見つけたことで、「自分にはこんなにいいところがいっぱい

あったんだ」、「もっといいところをつくりたい」など自分に自信を持つことができ、自分自身をも

っと高めていこうとする意欲と自己肯定感を持つことができたと思われる。 

 

 

 

  二次第2・・・友だちの良いところをみつける授業 

【振り返りカードから】（学校のきまりからの人間関係） 

表６ 人間関係のアンケート 
 人間関係のアンケート 事   前 事   後 

➀ 自分からすすんであいさつができる ５６ ４１  ３ ７５ ２５  ０ 

➁ ていねいな言葉づかいができる ５３ ４４  ３ ４４ ５６  ０ 

➂ さんづけで呼ぶことができる  ３ ５６ ４１ １９ ６６ １５ 

➃ 話をしている人の顔をみて聞くことができる ６９ ２８  ３ ６９ ３１  ０ 

➄ 最後まで話を聞くことができる ７８ １９  ３ ８１ １９  ０ 

 
評  価 

 

い つ も

や っ て

いる 

ときど

きやっ

ている 

あまり

やって

いない 

い つ も

や っ て

いる 

と き ど

き や っ

ている 

あ ま り

や っ て

いない 

 
 
 
 
 

Ｒ男 僕は、自分のいいところがこんなにたくさんあるとは思いませんでした。いいとこ

ろをもっともっとつくりたいです。 

Ｎ子 こんなに自分のいいところがあるとは、知らなかった。10こいじょうありました。 

Ｙ子 自分がこんなにいいところがあるのをはじめて知りました。こんなにほめられてい

るのも知りました。 

Ｋ男 自分のいいところをかきました。また、ほめられるといいです。 

Ｒ男 いいところがいっぱいあったので、ほめられました。とってもうれしかったです。 

Ａ子 わたしは、ほめられていることをかきました。いっぱいありました。 

Ｈ男 いいところをいっぱいかきました。こんなにいいところがあったことをはじめてし

りました。 

Ｎ子 さいしょは、２つしかかけなかったけど、あとから５つにふえました。うれしかっ

たです。 

Ｓ男 自分のいいところがわからなかったけど、きょうのじゅぎょうでわかりました。い

がいとすくなかったけど、見つけることができてよかったです。 

Ｈ子 「わたしのいいところ」を見つけるために、時間がかったけど１つ思い出したら、

次々と思い出せました。たのしかったです。 



 
【児童のワークシートより】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【児童のワークシートより】 

 いいところ 名前 いいところ 

Ａ男 

 

いつもやさしいね 

いつもいろんなところを頑張っている 

Ｙ子 挨拶をする 

やさしい 

Ｂ男 言葉遣いが良くなった 

いつもみんなを盛り上げる 

Ｘ子 

 

リーダーを頑張っている 

発表をよくする 

 
 
 
 
 

【児童の感想より】 

Ｙ子 いっぱい私のいいところがあったなんてびっくりしました。31名が私のいいところを書いて

くれたのでとってもうれしかったです。 

Ｋ男 ぼくは、31人にぼくのいいところをいっぱい見つけてもらってうれしかったです。 

Ｗ子 わたしは、みんなに書いてもらったものを見て、元気がでてきました。みなさん書いてくれて

ありがとうございます。 

Ｍ子 こんなにいいところがたくさんあるなんてはじめて知りました。Ｋ男さんに人の心がわかっ

ていると書かれていたのでとてもうれしかったです。Ｔ男さんもわたしにあまりしゃべらない

のによく見ているんだなと思いました。 

Ｋ男  ぼくは、いいところがないと思っていたけど、みんなはいいところをいっぱいかいてくれた

からうれしかったです 

 

これらの児童の感想からも言えるように、自分の想像以上に友だちからよいところをいっぱいか

いてもらったことで、「びっくりした」とか「こんなふうに自分の事をみてくれているのか」、「う

れしい」、「また、友だちのよいとこみつけをやりたい」、「みつけてくれて感謝の気持ち」等、一人

ひとりが明るくなった。そして、これからも友だちのよいところをみつけていきたいという気持ち

もあらわれている。 

   みんなが仲良くしていくためには、どうすればよいかという考えも全員が１つ以上書くことがで

きた。 

    このことから、ワークシートを活用することで自分のよさを知り、友だちのよさもわかり、仲良

くする方法や一人ひとりはどうすればいいかということを考えることができたといえる。 

 

項目➀➁➃➄は、「ときどきやっている」、「いつもやっている」と答えた児童が１００％にな

っている。自分自身のおこないを意識し、また、友だちに対する態度も、意識してきた結果で

はないかと考えられる。 

項目➁については、事前のアンケートのとりかたに問題があったのではないかと思われる。 

項目➂の「さんづけでよぶことができる」については、事前では「ときどきやっている」、「い

つもやっている」をあわせると５９％だったが、事後には８５％になった。やはり、さんづけ

でよんであげようと思う気持ちがあらわれている。 

表６から、「いつもやっている」、「ときどきやっている」をあわせると、全て９０％以上とな

りよりよい友だち関係を築こうとする意識をもつことができたと考えられる。 

 

 事前学習で、自分のいいところを見つけてきているので、いろいろな場面の一人ひとりのい

いところを見つけて書くことができていた。学習面や生活面、係り、当番活動、性格などよく

観察しているところを見ることができた。全員が友だちのいいところを書くことができている

ことから、友だちのよさを知ることができたといえる。 




